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Abstract

　The　purpose 　ofthis 　paper　is　to　clarify 　the　actual 　condition 　ofland 　use 　and 　the　characteristics 　ofpedestrian

move 　in　urban 　area ，

　Researehing　and 　analyzing 　the 　quantity　of 　traffic　and 　the 　movement 　of 　pedestrian ，
　it　is　clear 　that 　the

variation 　of　the　quantity　of 　traf貨c 　from　the　view 　poin七〇f　days，　hours，　sexes 野and 　ages 　at　the　street 　that　is

Ekimae　andHoncho ．　Moreover，　researching 　andanalyzing 　the 　movement 　ofpedest 漁 n ，　it　is　clear 　the　t血p　of

traf覧c　andthe 　characteristics 　of　pedestrian　move ．

　There長〕re，　we 　can 　see 　the 　actual 　condition 　of 　urban 　area 　in　TAIRA 　that　i5しhe　luck　of 　exchanges 　amongthe

several 　ages ．

1．は じ め に

　 日本 の 地 方都市 に お い て は、急速なモ
ー

タ リゼー
シ

ョ ン の 進 展、ラ イ フ ス タ イル の 多様 化、ま た 中心市街

地 で の 地 価 の 高騰 等 の 影響を受け、居住者の郊外への

移転、大型小売店等商業施設や 公 共施設 の 郊外展 開 な

ど都市機能の 郊外分散が 進展 して き た。こ の 結果 と し

て、都 市 中心部 の 人 口 の 減 少、商店街等の 衰退や 後 継

ぎ問題 に よ る 商業の 不振、未利用 地 の 増加 と商店街 等

の 沿道景観の 荒廃 に よる都 市的魅力 ・活 力 の 不 足 な ど、

中心 市街地 の 衰退 や 空洞化が進行 して い る。こ の こ と

は、社会的 ・経済的活動の 停滞 に よ り、単に ま ちの 顔

が 失 われ て しま うこ とだ けで は な く、そ の ま ち の 文化

や 伝 統 ・歴 史 が失 われ る こ とを意味 す る も の で あ る。

　そ こでい わ き駅 前に着 目す る と 、 鉄道 利用者 は年々

減少傾 向 に あ り、鉄 道や バ ス の 乗 降客に よ る駅前 の利

用者は い る もの の 、それ が幅広い 年齢層 の 人 々 の 交流

や 賑 わ い に つ な が っ て い ない 状況 に あ る。ま た 、中心

市街地 全体 をみ て も、大黒 屋 の 閉鎖 をは じめ、中心 市

街 地の 空洞化が進行 して お り、駅前で は
一
等地で ある

場所 が 高度利 用 され て お らず、最 適 な土 地利 用 が な さ

れ て い る とは言 えな い。

　中心市街地 を対象 と した既往の 調査 ・研 究は数多く

ある 中で も、地方都市を対象 と して利用 主体で ある歩

行者に 着 目 した 中 心 市街 地問 題 へ の アプ ロ
ーチ と して

は 、来街 手段、利用駐車場の 位置、モ
ー

ル 利用 の 有無

等か ら歩行者回 遊行動 につ い て 分析 した もの が ある
D。

こ れ よ り、自動 車来街 者 よ り公 共 交通 来街者の 方が回

遊活 動が 活 発 で あ る こ と、商業施設 に付帯す る駐車場

よ リフ リン ジ型 駐 車 場利 用者 の 方が 回遊活 動 が 活 発 で

あるこ と、さらに モ
ー

ル 等の 歩行者専用空間整備 は都

心 の 活性化 に寄与 して い る こ とが明らか となっ てい る。

しか しな が ら、地 方都 市 を対象 と して、歩行 者の 移 動

に 大 き く影 響 を与 え る と思 われ る 通 りの 形 態 や そ の 沿

■ → 複合 ビル

0　　　　　　　　150m

−

　 　 　 　 　 　 Fig，1 対 象地区

＊　　福島工 業高等専門学校 　建設 環 境工 学科 　 （い わ き市平上 荒川 字長尾 30）

＊ ＊　 福島工業高等専門学校専攻科 　物質 ・環境シ ス テ ム 工 学専攻

一29一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Fukushima National College of Technology

NII-Electronic Library Service

Fukushima 　National 　College 　of 　Teohnology

研 究紀要　第45号 （2004）　 福 島工 業高等専門学校

道 土地 利用 状況に 着 目 し た 分 析ア プ ロ
ー

チ は 見 られ な

い。

　そ こ で、本研究で は通 りの 形 態が 異 な るい わ き駅前

通 りと本町通 りを対象に歩行者の 移動特性 を明 らか に

し、交流 」〈’waわ い を創 出し て い く上 で の 問題点 に つ い

て 考察す る こ と を 目的とする。

2 ．研究方法と対象地区

2 − 1．対象地区

　対象地 区 は駅前 通 りと本町通 りの 沿道で あり、フ ジ

コ シ 前か ら平南開 発 株 式会社 前 ま での 西側 を 駅前 通 り、

三 丁 目交差点 か ら T1 ビ ル 前 の コ ミ ュ ニ テ ィ道 路を本

町通 りと した。

　土 地利 用 を把 握す る た め に 、対象 地 区 を敷地単位 で

複合的な店舗、単独 店 舗、駐 車 場 、銀 行 ・信 用 金 庫、そ

の 他（空地、オ フ ィ ス な ど）に分類した 2｝
。 そ れ を図 に

表す と Fig．1 の ようにな る。

　 こ れ を見 る と、駅前 通 りは 、複合 ビ ル や個人 経営の

店舗、オ フ ィ ス が 混在 して お り、通 りと して の 統
一

性 ・

連続性に 欠けて い る こ とがわか る。立地の 傾向と して

は駅前 付 近 に複合 ビル の よ うな多機能の 建物 が 目立 ち、

駅 前か ら離れ るに つ れ て 個 人 経営の 店舗 や オ フ ィ ス の

立地 が増加 す る と い う傾向に あ る。し か し、駅 前空 間

も高度利用 され て い るわ けで はなく、個人経営の 店舗

も存在す る。

　本町 通 り は、個人 経営の 店 舗 が連 続 して 立 地 してい

る傾向に あ り、商店街の よ うな通 りと して の 統
一
性 ・

連続性 の ある土地 利 用 形 態 とな っ てい る 。 ま た 、 本 町

通 りは一方 通 行の ＝ ミュニ テ ィ道路で あるた め 、歩行

者の 往 来 が しや す くな っ て い る。

2 − 2 ．歩行 者交 通 量調査

　Fjg，1 に示 す 5 つ の 観測点で 歩行 者 を性 別 （男性 ・
女

性）、年代別（若年 ・中年・老年）に 訓 練を積 ん だ 調 査員 が

目視 に よ り分類 し 交通量を測定 した
th

　
1）。測定は 冬季

の 休 日 ・
平 fiに行い 、昼 間の 通 りを対象 とす るた め、

測定す る時間帯は午前 は 9 時か ら 12 時ま で、午後は

13 時 か ら 17 時 ま で を 1時間 区切 りで 行 っ た
。

2 − 3 ．歩行者追跡調査

　 対 象地区 の フ ジ コ シ 前
・
平 南開 発 前・三 丁 目交 差 点

・

T1 ビ ル 前 に 観測点 を設置 し、そ こ を ス タ
ート地 点 と し

て 歩行者 を追跡するこ とに よ り歩行者の 目的地、トリ

ッ プ数 を調査 した。こ こ で は、性別（男性
・
女性）、年代

別（若 年
・
中年

・老 年）に訓練を積 ん だ調査 員 が 目視に よ

り分類 し て行 っ た 。 歩行 者 追跡調査 の 概 要 を Table3

及 び Table4 に 示 す。

3 ．交通量 か らみ た通 りの 特徴

3 − 1 ．対象地 区 の 歩行者交通 の 状況

　Table　1、　 Table　2 に 示 した もの は 、歩行者交通 量 調

査 結果 の 概要 を 曜 日別 に 示 した もの で あ る。

　全体の 歩行者交通量を見る と、休 日 14，477、平 日

10，788 で あり、休 日の 交通量 は平 日の お よそ 1．3 倍 で

ある こ とがわ か る。ま た、性 別 に着目す る と、休 日 ・

平 日 ともに女性が 多い こ とにより、ま ちの 活性化 を進

め る上 で、女性 が 主 体 とな り得 る とい え る 。 さ らに、

年代別 で は休 日に お け る若年層 の 交通 量が 多くな っ て

い る。

　 ま た、休 日、平 日の 歩行者交通量 の 時 間的変動 を示

した もの が Fig2、　Fig．3 で あ る 。 休 日の 場 合、9時〜

10 時の 時点で は 全 体的に 歩行者 が 少 ない もの の 、午後

にか けて 若年 層 と中年 層 が急 増 して い る 。 そ の ピーク

は若年層が 13時〜14時 の 1，315、中年 層が 11時〜12

時 の 1，096 で あ る 。 若年層 は、16 時〜17 時の 時点で

も 997 と 夕方 も人 通 りが 多い。一方 、老 年層は
一

日 を

通 して 大 きな 変動は な く 1時間あ た り 200〜400 程 度

に留 ま っ て い る。 平 日の 場 合、若年層は午前中に は 1

時間あた り200 前後で あるが、13 時〜16 時は 600 ほ

どに 増加 し、16 時〜17 時 は 1，223 人 と下校 途 中の 学

生 を 中 心 に賑 わ い を見せ て い る。中年層 と老 年 層 は 1

目を通 して大きな変動はなく、中年層は 1 時間あた り

600 前後、老 年層 は 1 時 間あた り 400 前 後で あ る 。

3 − 2 ．通 りご との 歩行者交通 の 特徴

　Table　1、　 Table　2 の 結 果を整 理 し 、 曜 日別 の 各年 代

の 歩行者交通 量 を 通 りご と に 示 し た もの が Fig，4 〜

Fig．7 で あ る。

　駅前通 りは 、
“
Vrジ コ シ 前

一
三 丁 目交差 点 一平 南 開発

株式 会社前
”

で表す こ とが で き るe 駅前通 りの 特徴 と

して 挙げ られ る こ とは、観測 点間 で 利用状況 に格差が

ある とい うこ とで ある。例えば、若年層 の 休 目の 歩行

Table　l 冬季休 日
一

日の 歩行者交通量結果

1

観 測点
女 老

合計

フジコ シ前 13472262155593811163609
＝ 　　

亠
差 1041171516948811812756

A 　　　■ 349368374259717
レン ガ

閣
し 141018341580 月 605043244

丁1ビル 前 187922721388202673 ア 4151
△ 冒 6026　　8451　　 6591　　 5289　　2597　 14477

Table　2 冬季平 目
一H の 歩行者交通量結果

別 代別
観測 点

女
含計

　脳o　　　　、　　晶
フン コ ン 1， 1215 　 260810931182 ↑5483823
＝ 　　交差 919 　 171994012314672638
亀　 　　 　 　　 　　 　 　　 △
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1287 　 　 417184339181704

レ ンガ通り交差 点 733　 12447138783861977
T1ビル 前 734 　　 9126976912581646

合 言十　　　　　　　　　　　　　　3888 　　6900 　　362 フ　　4321 　　2840　10788
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Fig．2 休 日の 歩行 者 交通 量 の 時 間 的 変動
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Mg ．4 休 日 の 駅前通 りの 年代別歩行者交通量

・丿腐・…

一ウー著 辱
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　　G

r 　
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　　一．胃層　　　■一　，奮　−
　一F．7

三 丁 目交 強 点　 レン ガ通 り交差 点　 　 T1ビル前

　 　 　 　 　 　 　 　 観 測 点

Fig．6 休 日の 本 町通 りの 年代別 歩行者 交通量

Table3 歩 行 者追跡調 査の 概要 （体 日）

性別 年 代
スタート地 点

男性 　 女 性 若年 　　中年 老年
合計

フジコ シ 42　　　 6了 52　　 　 3225218

平南 開 発 11　　　 1211 　　 　　 9346

＝ 丁 目 20　　　 5250 　　　 157144

T− 1ビル 24　　　2119 　 　　 15190

合計 97　　 152132 　 　　 7146249

Table4　 歩 行者追跡調 査の 概要（平 日）

男1 年代
合計ス タ

ート地点
男性 女 性 若年 中 年 老年

フ ジコシ 3052312625 　　　 82

平南 開発 6144106 　 　　 20

三 丁 目 224638237 　　 　 68

τ
一1ビ ル 1ア 1919125 　　　 36

合計 75131927143 　　 206

者交通 量 を見 る と、フ ジ コ シ 前 1，555、三 丁 目交 差点

1，694 とほ ぼ 同数 で あ る もの の 、平 南開発 株式会社前

で は 374 と激減 して い る。また、老年層の 歩行者交通

量を み る と、フ ジ コ シ前 で は多くの 交通 量 が あ る が、

そ れ 以外 で は 低い 値 とな っ て い る。つ ま り、老年 層 の

利用はフ ジ コ シ 前を中心 と してお り 、 ま ち を幅広 く利

用 して い な い こ とがわか る。

　本 町 通 りは、
“
三 丁 目交差点一レ ン ガ通 り交差 点一T

1 ビル 前
”

で 表す こ とがで き る。本 町 通 りの 特 徴 と し

て は、各観測点で の 歩行者交通 量 が ほ ぼ同数 で あ り、

通 り全体が
一
様 に利用されて い るこ とが 挙げられ る。

また、休 日の T1 ビ ル 前 で は 中年層を多く見る こ とが

で きるが、そ の 理 由は休 日に T1 ビ ル や広場で 行 われ

るイ ベ ン トを目的に 集まっ て い る と考え られ る。

140012QO
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一 一■一中年
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一　 　 　 ，・幽 丶國 ト 　

ー ・・
κ
・老年一■

zoo0

ゐ 齢 鵠 ヴ
時間帯

恥 g．3 平 目の 歩行者交通量の 時間的変動
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　　　　　　　　 観測点

Fig．5 平 日 の 駅前通 りの 年代 別 歩 行者 交 通 量
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　 　　　　　　　　　 観 測 点

Fig．7 平 口の 本町通 りの 年代別 歩行者交通 量

Table　5 各属性の 平均 ト リッ プ 数

日　　　 　　 日

全 072 　　 　 　 066

061
性 別

女 驪　 鰯讌藝　　　　　
a55

…
．
ミ

　 　 　 　 　 　
豚
　
．
爵071

　 　 　 　 　 0．56年代 　年

老
．．、鯲
、　 ……飆 …：．　 　 o，58
　 052フジ コ シ 064

，π
観 測 点

三

T−1ビル

集44　 ．鱇．．
総 、　 騰 織
　 平 ．よ り咼い 直※　 ・は

Table　6　 トリ ッ プ先の 代表例

駅 前 通り 本町 通り

．．登盾．．．．
休 日 ゲ ー

ム セ ン ター
刊 ビル

平 日 ショッピングセンタ
ー

書店

3 − 3 ．歩行 者の 平 均 ト リッ プ数

　歩行者 の まち利用の 指標 と して 、
い か に 目的を持っ

て ま ちを利用 して い るの か を把握する た め に、追跡調

査 結 果 よ り属 性別 の 平 均 トリ ッ プ 数 を算出 した。そ の

結果が Table　5で ある。

　曜 日で みる と、休 日の 平 均 トリ ッ プ数 が 0、72、平 日

の 平均 トリッ プ数 が 0．66 とな り通過交通が 大 半 を 占

め て い る。しか しな が ら、休 日 の 平均 トリッ プ数 が 高

くな っ てい る こ とより、平 目に 比べ て利用 者に とっ て

時間的余裕がある こ とか ら、複数 目的 で ま ちを利用 し

て い る人 が若干多くなっ て い る こ とが わ か る。
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　性別で み る と、女性 の 平 均 トリ ッ プ数は 休 日 0．78、

平 日 0．73 と全体平 均の O．72、0，66 よ りそれ ぞれ 高い

値 とな っ て い る。こ の こ とか らわ か る こ とは、歩行者

交通 量 調 査 か ら明 らか とな っ た よ うに女性 利 用者 が 単

に多い とい うこ とだけ で はな く、そ の
一

人
一

人 が複数

目的 で ま ち を利 用 して い る人 が多 い とい うこ とで あ る。

　年 代 で み るξ、平 1ヨで は若 年層 は 0．77 と他 の 年 代 に

比べ て高くな っ て おり、休 日で は老年層が 1．09 と 1

を越 え る値 を示 し、他の 年代 と 比 べ て 高 くなっ て い る。

また、老年層 で は休 日と平 日で 平均 トリッ プ数 が 1．09、

0．58 と大 き く差が あ る こ とよ り、曜 日に よっ て 利 用 形

態が 異なる こ とがわか る。

　 通 りご とに み る と、駅前通 り の 休 日 で は フ ジ コ シ前

ス タ
ー

ト0，52、平南開発前 ス ター
トO、44 となっ てお

り、平 日 の 0．64、0．45 と比 較 して それ ほ ど大 き な差 は

な く、い ず れ も全 体の 平 均 トリッ プ 数 を下回 っ て い る。
一
方、本町 通 りの 休 日で は三 丁 日交差点ス ター

ト 0．97、

T1 ビル 前ス タート0．93 で、平 日の 0．9、0．67 と比 べ

て い ず れ も平 均 トリッ プ 数 が高 く、複数 目的で 利用さ

れ て い る こ とが わ か る。ま た、T1 ビル 前 で は、休 日

0．93、平 目 0．67 と差があ り、休 日の 方が複数 目的 で利

用され て い る こ とが わ か る。こ の よ うに、本 町通 りの

平 均 トリッ プ数 は全体平 均 よ り高 くなっ て お り、駅前

通 りと比較 して 本 町 通 りは複数 目的 で 利用 して い る歩

行者が 多くなっ て い る。

4 ．歩行者移動特牲

4 − 1．歩行者移動特性の パ ター
ン 化

　追跡 調査 の 結果 よ り通 り別 、曜 日別 に トリ ッ プ 目的

地 を抽 出 し、この うち 10 トリッ プ以 上 の 来訪 が あ る

もの を代表例 と して 選 定する 。

　 また、追跡調 査の デ
ー

タ シ
ー

トを元 に 5 つ 以 上 あっ

た トリッ プ パ タ
ー

ン を代表的 トリッ プパ ター
ン と し、

歩行者移動特性 の パ ター
ン 化 を行 う。

　駅前通 りの 代表的 トリッ プパ ターン は、若 年層
・老 年

層 とも に ワ ン トリッ プ シ ョ ッ ピン グ型の パ タ
ー

ン が 目

立 ち、回遊性 の ない 移動特性 とな っ て い る。そ の トリ

ッ プ 目的地 と して は 、若年層 はゲーム セ ン ター、老 年

層は シ ョ ッ ピ ン グセ ン ターが挙 げ られ るが 、 年 代 に よ

り トリ ッ プ 目的地が異な り、幅広い 年齢層 の 交流 に繋

が っ て い ない とい う現状 が浮き彫 りとな っ て い る。

　 本 町 通 りの 代表的 トリ ッ プパ タ
ー

ン の うち若年層 は、

書店や雑貨店を行 き来す る回遊性 の あ る パ ターン と

T1 ビル に 行 っ て し ばらく滞在す る とい うパ ターン が

目立 っ た。老年層は 数軒の 各種小 売店舗 を行 き来 す る

回遊性 の あ るパ ター
ン が 多 く見 られ た。

　 　 対象地 区
〉

　 　 　外へ

ゆ
対

舞竪
Fig．8 駅 前 通 りの 代 表 的 トリソ プ パ タ

ー
ン

Fig．9 本 町 通 りの 代表的 トリッ プ パ ターン

5 ．ま とめ

本研究の 結果、い わ き平 中心 市街 地 を対象 と して 以

下の こ とが 明 らか とな っ た。

  交通 量調査の 結果、時間帯、曜 日 に よ る通 り毎 の

　 　 交通 量 の 変 動 を 明 らか にす る こ とが で きた 。

  歩行者追跡 調 査 の 結果 を取 りま とめ る こ とに よ

　　 り、通 りと属性に 着目した歩行 者移 動特 性 を明 ら

　　 か に し、パ ターン 化 す るこ とがで きた。

　以 上 の こ と よ り、幅広 い 年齢層 の 交流 と賑 わい の な

い ま ちの 実態 とそ の 要因が 明らか とな っ た。

　現在、い わ き駅前 で は再開 発 事業 が進行中で ある。

こ れ らの 結果 は、事業 に よ り歩行者空間を整備 して い

く際 に有 用 な 方向性 を 与え て くれ る が、今 後 は さ らに

以 下 の 項 目につ い て 研 究 を深 め る必 要 が ある。

　  追跡 調 査に お ける 滞留時間、歩行距離の データ

　　 採取 と分析．

　   駅 前 空 間 を往 来 す る歩行 者の 移動特性 を 分析 す

　　　る こ とに よ る歩行者回遊行動特性 の 把握。

補注

注 1）指標 と して、10 代 ・20 代 を若年、60 代以 上 を

老年 、そ れ 以 外を 中年 として分類 して い る。

参考文献

1） 例 えば、木 下　瑞 夫 ・牧村 　和 彦 ・山 田　晴利 ・

　　 浅野　光行 、「歩 行 回 遊行動か らみ た地方 都市 に

　　 お け る都心 歩行者空間計画 に関す る
一

考察」、都

　　 市計画 232、pp．86
−
pp．95、2001、木下　瑞夫 ・

　　 牧村　和彦 ・山 田　晴利 ・浅 野　光行、都心地 区

　　 にお ける歩行者 回遊行 動 調査 とそ の 有用 性 に 関

　　 す る研究、土 木 学 会論 文集　No．625 、　 pp．161
−

　　 pp．170、1999 等 が あ る。

2 ） 杉 村　楊二 、中心商業地の 変容、大明堂、1997

一32 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


